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今回の幼稚園部会研修会のテーマは「"魅力ある附属幼稚園"創造のため
の具体的な方策」ということで大学・園・PTAそれぞれがどの様な取り
組みをし、また地域や社会にどうアピールしていくべきかを各園の具体
例を挙げてディスカッションしていきました。附属幼稚園にしかできな
い“これぞ幼稚園教育"というものを広く公表していくことが必要であり、
時代のニーズにあった延長保育などの形も考えていかなくてはいけない
と実感しました。
ディスカッションに先立ち、今回のテーマが選ばれた背景について埼

玉大学附属中学校長首藤敏元先生より説明がありました。幼児期の教育
は生涯にわたる人格形成の基盤を作るもので大変意義がある。その教育
が可能なのは大学との様々な連携を持ち、研究をしている附属幼稚園で
ある。しかしながら、附属幼稚園の定員割れが起きるのは地域や社会に対
して情報発信が十分でないことや、附属のイメージだけが先行し敷居が
高いと思われていること。また、他の園で行われている預かり保育や延長
保育が充実していない等を挙げられました。
首藤先生の説明を受け、グループディスカッションでは各園が実践し

ている具体的な取り組みとその成果をPTA代表者の立場として話し合

いました。その後、各グループで話し合われた内容を発表し全体の情報共
有が行われました。取り組み内容として多かったものを二つご紹介しま
す。まず一つ目は、お父さんたちで作る「父親の会」（園によって名称は
様々でした）なるものを結成しお父さんたちに行事やボランティア活動
に積極的に参加してもらい、そこから情報発信をしていくという取り組
み。もう一つは、預かり保育や保育時間の延長でした。これについては、
時間も形態もさまざまなものがありました。
また、昨年実践事例として挙げられた鳥取大学附属幼稚園と愛媛大学

教育学部附属幼稚園のその後の報告と、福島大学附属幼稚園の取り組み
についても紹介がありました。
それぞれの園が置かれている状況は様々ですし、地方と都市部でも受

験者の倍率は全く違います。しかし、全国の附属幼稚園の状況や取り組み
について意見を聞くことで、今後のPTA活動の参考になることは間違い
ないでしょう。
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